
「もうすぐ50歳！」の五泉東小のお話 

第２回 「校歌のお話」 
                

 当校の校歌は、宮柊二先生（作詞）、細谷一郎先生（作曲）両先生の手により、開校から２年

後の 1978年（昭和 53年）３月１日に制定され、同じ年６月 13日（火）に校歌発表会が行われま

した。以下は、校歌発表会のリーフレット（一部）になります 

 
 さて、校歌はどのような過程で作られたのでしょうか。当時の文書から紐解きます。 

当時、教頭でいらした鶴巻斉先生が、宮先生の門人でいらっしゃった先生を通じて校歌の作詞

をご依頼されました。その後、宮先生より快諾いただき、昭和 52年 11月 27日（日）に、宮先生

を五泉東小にお迎えすることが叶いました。 

 当時の小黒精治校長先生が、来校くださった宮先生へのお礼のお手紙の中で、校歌や宮先生の

お人柄に関することについて、子どもたちが書いた作文の一部をご紹介されていました。（以

下、小黒先生のお手紙より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 また、作曲くださった細谷一郎先生は、宮先生のご紹介によるものでした。細谷先生は、山田

耕作先生（代表作：「この道」「赤とんぼ」「待ちぼうけ」）の優れた弟子の一人です。 

 こうして、両先生とのご縁が生まれ、1978年（昭和 53年）に校歌誕生を迎えることができま

した。 

・ きょう、つくってくださるとばかり思っていましたが、心を込めて長く考えて、校歌をつくには二年もかかるの
だそうです。 

・ どんな歌ができるの。 
・ ぼくたちが手をふったら、ふり返って手をふってくださったよ。 
・ 宮先生にサンタクロースになってもらいたいなあ。 
・ ぼくたちが卒業しないうちに作ってください。宮先生。 


